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１．研究計画の概要 

本研究は、気候変動による水資源環境影響

を最も深刻に受ける地域であるバングラデ

ィシュ・ダッカ市、世界最大の都市圏である

と同時に深刻な水資源環境問題を抱えてい

る中国・上海大都市圏を対象として、水資源

環境影響評価分析、適応策のインベントリー

の作成、適応策の総合評価を行い、地域の状

況に合致した気候変動への適応策実現のた

めに必要な「統合的水管理」の方法を理論的

に確立することを目的としている。そして、

この目的を達成するため、以下の 3 つの研究

テーマを設定し、研究活動を展開してきた。 
 
(1)気候変動による水資源環境影響評価分

析・適応策と統合的水管理 
①気候変動による水資源環境影響アセスメ

ントシステムの構築 
②水資源環境セキュリティ－評価の理論の

構築 
③気候変動に対応する適応策事例の検討 
④適応策の実施段階における統合的水管理

システムの構築 
(2)上海大都市圏における気候変動適応策 
①当該圏域における水質汚染、水インフラ

の整備、統合的水管理の実態把握 
②気候変動に伴う水資源環境影響のシミュ

レーション分析と問題解決のためのシナ

リオ分析 
③気候変動に対する緩和策・適応策を検討

した上で、実施に向けた水環境マネジメン

トの合意形成システムの分析・評価 
④気候変動が長江流域全体に及ぼす影響の

分析：上海大都市圏の水資源環境セキュリ

ティを向上させるための三峡ダムの管理

方式について検討を実施する 
(3) バングラデッシュ・ダッカ市における気

候変動適応策 
①当該地域における気候変動による水環境

影響の分析・評価 
②気候変動に適応するためのガバナンス、

国際協力システムに関する分析・評価 
③国土の大半を占める湿地帯管理の分析 

 
２．研究の進捗状況 
(1)「気候変動による水資源環境影響評価分

析・適応策と統合的水管理」における理論化

研究では、「気候変動と統合的水管理」に関

するウォーター・セキュリティ研究会を開催

し、世界の統合的水管理に関する理論的検討

を行い、戦略的適応策のフレームワークを構

築した。 
(2)「上海大都市圏における気候変動適応策」

における研究活動では、平成 22 年 9 月 21 日

に「Shanghai Water Research Workshop 
2010」を華東師範大学河口海岸国家重点実験

室において開催し、研究成果の報告と意見交

換を行った。同時に、太湖と崇明島の実地調

査を実施している。 
 (3)「バングラデッシュ・ダッカ市における

気候変動適応策」としては、平成 22 年 2 月

に 「 Water Security Workshop 2010 in 
Dhaka」を、平成 23 年 2 月には「Water 
Security Workshop 2011 in Kyoto」を開始し

た。これにより、バングラディシュ工科技術

大学(BUET)、環境地理情報サービスセンタ

ー(CEGIS)との共同研究の進展が確認できた。
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また、上記ワークショップの関連事業として、

ダッカ市ならびに琵琶湖における湿地帯保

全の現地調査を実施している。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
(理由)：ウォーター・セキュリティ研究会

の活動を順調に重ね、研究計画通りに活動を

遂行し、成果を上げている。また、関連する

ワークショップの開催と同時並行で現地調

査を実施し、理論研究に必要な多くの情報を

収集・分析・評価している。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 これまでの研究成果を纏めるため、

Strategic Adaptation towards Water Crisis 
and IWRM と題した英文図書の出版を行う。

また、中国における三峡ダムの調査ならびに

バングラディシュ・ダッカ市における最終国

際シンポジウムを予定している。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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